
令和７年度「特色ある学校づくり対策事業」実践報告 

 

 

 

 
 

 

１ 目的と主な実践内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐世保市立大塔小学校 

所  在  地： 佐世保市もみじが丘町 

            ６７４５番地 

校    長： 森 山  浩 一 
児  童  数： ６６０名   

学  級  数： ２６学級 

学校教育目標：  子どもたちが自慢できる学校を！ 

       ～ 一人一人が輝く学校 ～ 

テーマ  子どもたちが自慢できる学校を！ 

～ 一人一人が輝く学校 ～ 

 

「地域との絆」を深める取組 
①夢やあこがれを抱く「キャリア教育」「修学旅行」（６年） 

②地域自然環境を考える「宿泊体験」「地域環境学習」（５年） 

③地域の福祉について考える「福祉事業所交流活動」（４年） 

④佐世保のよさを発見する「ふるさと学習」（３年） 

⑤地域との絆を深める「まち探検」（２年） 

⑥幼稚園・保育園との交流学習（１年） 

⑦CSボランティアによる「授業サポーター」「投稿見守り」 

「読み語りダンデライオン」との連携 

 

 

 

「豊かな心」を育む取組 

① 家族への感謝の心を育む「感謝の気持ちを伝える会」 

② 芸術文化・スポーツへの興味関心を高める体験学習 

③ 人権意識を高める「福祉体験」「国際理解教育」 

④ 歴史を学び、平和を未来に伝え、継承していく「平和教育」 

⑤ 人間関係形成力と社会参画意識を向上 

 

確かな学びを支える学力向上の取組 

①確かな学力を定着させる「きめ細かな学習指導」 

「習熟度別少人数指導」 

②ICTを効果的に活用し、授業改善を図る「校内研究」 

 ③新たな時代に応じた「学習規律」の定着 

④言語活動の充実を図る「図書館整備」「掲示教育」 

 

「愛校心・協働愛」を育む取組 

① コミュニティ・スクールの推進 

② 不登校傾向にある子どもたちの学びの保障 

③ 校内掲示等を活用した「ことば」で学ぶ 

 



２ 成 果 
（１）「確かな学び」を支える学力向上事業 

〇 子どもたちの実態に応じたきめ細やかな指導形態を模索し、単元に応じた習熟
度別学習や少人数学習に取り組むことができた。今年度、学校経営方針にも示し
た「自分史上最高」を合言葉に「目標をもち、その実現のために努力する子」に
ついて共通理解しながら授業づくりに取り組んだ。研究において「自分でめあて
を設定できる子ども」を目指して授業づくりに取り組んだが、その土台となる学
習規律について課題も見られた。振返りを次の改善につなげ、「共通理解」を「共
通実践」になるよう学校全体で取り組んだ。２学期以降、共通実践が浸透してい
く中で、落ち着いて学ぶ教育環境が整ってきたことは、大きな成果であった。 

〇 クロームブック使用が定着した。今年度はミライシードの運用も始まり、使用
頻度が高まったことがスキルの向上につながった。ただし、メディアリテラシー
教育については課題があり、「タブレット使用の約束」を保護者、児童に指導し
浸透させていくことができた点において成果が見られた。適切な使い方について

は今後も指導を継続していく。 
 

（２）「地域との絆」を深める事業 
〇 「地域と輝く」ことを意識した体験的活動が充実できた。１年生では「保幼小連携の交
流」、２年生では「まち探検」、３年生では「市内社会科見学」、４年生「社会福祉協議
会と連携した福祉学習」、５年生「環境学習」、６年生では「登校班活動」「清掃ボラン
ティア」等、特色ある学校教育活動が展開できた。 

〇 コミュニティ・スクール３年目となり、地域人材の取り込み・活用が促進された。協働
という点で、教職員側の意識も高まっており、質の高い教育の実現に向け、今後も学校サ
ポーターのマンパワーを取り入れながら、特色ある学校づくりを推し進めていく。 

 
（３）「豊かな心」の教育の充実事業 

〇 今年度、「私も大切 あなたも大切」という合言葉を掲げ、教職員・児童共に人権意識

の高まりが顕著に見られた。今年度は、１学期末の反省を踏まえて「心の教育の充実」を
優先課題と捉え、２回目の i-checkを行った。個人の変容、学級の変容を見取ることで３
学期の個人面談の充実につなげることができた。 

○ 平和学習の充実では、４年生、５年生が長崎市平和公園・長崎原爆資料館に行き、現地
で多くのことを学ぶことができた。今年度は、現地で「平和案内人」の方からたくさんの
話をいただき、子どもたちも平和についてより真剣に考える機会をつくることができた。 

○ 芸術文化体験学習の一環として、「いっちゃんたのしいコンサート」を今年度開催した。
生の演奏、生の歌声をとおして、子どもたちも感化され、音楽をとおした情操教育の大き
な一助となった。 

 
（４）「愛校心・協働愛」を育む事業 
  ○ コミュニティ・スクールでは、様々な教育活動において、学校サポーターの協力を随所

で得ることができた。特に、水泳指導時期のプール安全監視のサポートや、校外学習の児

童引率の補助等をしていただき、安心・安全な教育活動が実現した。 
  ○ 不登校支援として COCOLOルームを設けており、不登校傾向にある子どもたちの居場所と

して活用した。校内に落ち着いて過ごせる居場所があることで、安定した登校につながっ
たケースもあり、効果が見られた。 

  ○ 言語環境整備として、「ふわふわ言葉」「ちくちく言葉」について校長講話において全校
児童に指導したことで、学級内での担任の指導にも変容が見られ、言語環境が徐々に整っ
てきた。学校が安心して安全に過ごせるために継続して指導していく。 

 


